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旭川市立中央中学校 授業日：平成３０年１１月 ６日（火）４校時 
学年 教科 単元名 生徒 場所 指導者 

２年 理科 
〈小単元１節〉  

雲のでき方 
２年３組 ３６名 第１理科室 三上 貴也 
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     ① 

１ 単元について 

単元のまとめ

資料を活用して，根拠をもって翌日の天気を予想できる。㉔㉕ 

習得 振り返り活用

習得 

 

 

活用

課題設定 

天気のちがいと雲の関係を，自分の体験と照らし合わせながら表にまと
め，見いだした課題に対する自分の考えを表現することができる。① 

雲の発生のメカニズムについて，観察，実験を通して，そ
のでき方を気圧，気温及び湿度の変化と関連付けながら表現
できる。 

子供の深い  

学びの姿 

習得 振り返り活用

〈
単
元
を
通
し
た
課
題
〉 

 

気
象
予
報
士
に
な
ろ
う
！ 

〈
小
単
元
１
節 

雲
の
で
き
方
の
課
題
〉 

雲
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
、
ど
の
よ
う
に
雨
を
降
ら
せ
て 

い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

〈
小
単
元
２
節
の
課
題
〉 

 
 

急
な
大
雨
や
、
急
に
晴
れ
る
現 

象
は
，
ど
の
よ
う
に
起
き
る
の 

だ
ろ
う
か
。 

 

〈
小
単
元
３
節
の
課
題
〉 

日
本
の
四
季
の
変
化
（
春
夏

秋
冬
）
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。 

雲
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
る
の
か

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
③ 

雲
は
身
近
な
も
の
で
ど
の
よ
う
に
し

て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
実
験

方
法
を
立
案
し
、
実
験
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
④
⑤ 

習得 

雲
か
ら
降
っ
た
雨
は
ど
こ
へ
い
く
の

か
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑥ 

水
蒸
気
が
水
滴
に
変
わ
る
の
は
、
温
度

が
ど
の
く
ら
い
の
時
か
実
験
方
法
を

立
案
し
、
実
験
を
行
い
、
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
⑦
⑧
⑨ 

 

空
気
の
湿
り
気
（
＝
湿
度
）
は
ど
の
よ

う
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑩ 

〈
小
単
元
１
節
の
課
題
〉
に
対
す
る
解

答
を
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑪ 

問題設定 

雨の降り方と雲の形の関係を見出し，それが気団のぶつかり方のちがい
であることを予想することができる。⑫ 

雲
の
形
の
ち
が
い

は
何
が
原
因
な
の

か
、
実
験
方
法
を

立
案
し
、
実
験
を

行
う
こ
と
が
で
き

る
。
⑬
⑭
⑮ 

前
線
が
通
過
す
る

と
天
気
は
ど
の
よ

う
に
変
化
す
る
の

か
、
資
料
の
分
析

を
し
て
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

⑯ 〈
小
単
元
２
節

の
課
題
〉
に
対
す

る
解
答
を
記
述

す
る
こ
と
が
で

き
る
。
⑰ 

〈
小
単
元
３
節
の

課
題
〉
に
対
す
る

解
答
を
記
述
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

㉓ 地
球
規
模
で
、
大

気
は
ど
の
よ
う
に

動
い
て
い
る
の
か

理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
⑲
⑳ 

問題設定 

大
気
の
影
響
に
よ

り
、
日
本
の
天
気

は
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
を
理
解
す

る

こ

と

が

で

き

る
。
㉑ 

資

料

の

分

析

か

ら
、
根
拠
を
も
っ

て
季
節
を
特
定
で

き
る
。
㉒ 

多数の天気図から大気の動きを読み解くことができるとともに，性質の
異なる空気がつくる気流のちがいを理解することができる。⑱ 

単元を通した 

学習過程 3 

広げる 

 

 

単元を通した 

学習過程 1 

つかむ 

出会う 

 

単元を通した 

学習過程 1 

つかむ 

出会う 

 

単元を通した 

学習過程 2 

追究する 

深める 

 

単元を通した 

学習過程 2 

追究する 

深める 

 

単元を通した 

学習過程 3 

広げる 

 

 

単元を通した 

学習過程 3 

まとめる 

 

 

単元を通した 

学習過程 3 

まとめる 

 

 

単元を通した 

学習過程 3 

まとめる 

 

単元を通した 

学習過程 2 

追究する 

深める 

 

単元を通した 

学習過程 1 

つかむ 

出会う 

 

単元を通した 

学習過程 2 

追究する 

深める 

 

単元を通した 

学習過程 3 

まとめる 

 

活用 習得 振り返り 
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 生徒の実態    

    

 

 

 

 

【事前アンケート】 

① 理科の勉強は好きですか。 % ⑥ 授業で学習したことは，将来，社会に出

たときに役に立つと思いますか。 

% 

② 理科の勉強は大切だと思いますか。 % ⑦ 将来，理科や科学技術に関係する職業

に就きたいと思いますか。 

% 

③ 理科の授業の内容はよく分かりますか。 % ⑧ 理科の授業で，自分の考え〔や考察〕を

まわりの人に説明したり発表したりし

ていますか。 

% 

④ 自然の中で遊んだことや自然観察をしたこ

とはありますか。 

% ⑨ 観察や実験を行うことは好きですか。 % 

⑤ 理科の授業で学習したことを普段の学校の

生活の中で活用できないかを考えますか。 

% 

本本単元で育てたい資質・能力      

【知識・技能】 
 〇 自然事象に対する概念や原理・法則の基本的な理解を深める。 
【思考力・判断力・表現力等】 
 〇 自然事象の中に問題を見いだして見通しをもって課題や仮説を設定する力を養 

う。 
 〇 計画を立て，観察・実験する力を養う。 
【学びに向かう力，人間性等】 
 〇 日常生活との関連，科学することの面白さや有用性に気付こうとする態度を養 

う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  単元について     

学習指導要領 【第２分野】(４)気象とその変化 

  身近な気象の観察，実験などを通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。

ア 気象要素と天気の変化との関係に着目しながら，次のことを理解するとともに，それら   

の観察，実験などに関する技能を身に付けること。 

イ 気象とその変化について，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実験などを行 

い，その結果を分析して解釈し，天気の変化や日本の気象についての規則性や関係性を見

いだして表現すること。 

（イ）天気の変化 

○ア  霧や雲の発生 

    霧や雲の発生についての観察，実験を行い，そのでき方を気圧，気温及び湿度の変化

と関連付けて理解すること。 
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単単元の指導について   

学習計画を作成する際には，生徒が主体の学習にするために，単元の目標や生徒の実態を的

確に把握し，生徒に身に付けさせたい資質・能力を明確にした。 
単元を通した課題の解決に向かっては，まず，大単元を３つの小単元に分けて課題を設定し

た。次に，「つかむ・出会う」「追究する・深める」「広げる・まとめる」といった学習過程に

編成した。その学習過程を理科の特性に合わせて，「課題の設定－仮説の設定－実験・観察－

結果の処理－考察」を基本の型として細分化した。 
深い学びを実現するための手立てとしては，上記の学習計画の中に，「習得的な学び」と「活

用的な学び」を効果的に配列した。「習得的な学び」とは，生徒が主体的に課題解決した結果

と，その過程の中で知識を確実に獲得する学びである。「活用的な学び」とは，「習得的な学び」

で身に付けた知識・技能を活用して，新たな課題解決を目指す学びである。 
また，上記の学習計画の作成を行うと同時に，しっかりと生徒の思考が流れるよう，生徒が

抱く疑問を予測しながら構想した。その際，学習計画と生徒の思考の流れにずれが出ないよ

う，何度も検討を繰り返しながら組み立てた。 
本単元では，平成 30 年 7 月に旭川市内を襲った大雨による洪水や冠水などの被害から問題

を想起させたり，日常的に観測可能な雲の量のちがいから問題を提起させたりすることを出

発地点とし，実験や資料等を活用しながら雲が発生するメカニズムを理解し，その原理を気

圧，気温及び湿度といった概念と関連づけながら追究する学習を展開していく。 
 「つかむ・見通す①」では，「天気」全般の学習のゴールが「気象予報士になろう！」であ

ることを提示する。そこから，天気の種類とその時々の雲の量の様子のちがいを表にして整理

し，比較することで，小単元１節の課題を見いだす。それが，「雲はどのようにしてでき，ど

のように雨を降らせるのだろうか。」である。 
 「追究する②～③」では，雲ができる演示実験の観察と資料から，雲が発生する原理につい

て仮説を設定する（本時）。仮説の設定に当たっては，多数の資料を分析することで，天気の

学習を進める上で必要となる基礎知識や基礎技能を定着させる。本時の学習を２時間続きの

１時間目とすることで，個人思考と話し合い活動の時間を十分に確保した。 
 「追究する④～⑤」では，習得した知識・技能の活用場面を設定する。前時までに習得した

雲の発生のメカニズムを基に，理科室で再現可能な雲の発生についての実験計画を立案し，実

験を行う。これにより，基礎知識や基礎技能のさらなる定着を図る。 
 「広げる⑥」では，雲の発生メカニズムの学習後に生まれる，新たな問いである水のー循環 

 
 

 単元の目標   
天気の変化が主として大気中の水の状態変化と大気の動きによって引き起こされること

について，「時間的・空間的」なものの見方や，「関係付ける・規則性を見つける」考え方
を働かせながら，観測記録や資料などの分析や解釈，発表を行うことで，思考力，表現力
を習得する。〈小単元第１節〉 
 

 
 
 
 



－中央中２年 理科－ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単単元の評価規準   

自然事象への 

関心・意欲・態度 
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 

自然事象についての

知識・理解 

① 空気中の水蒸気

の変化を日常生活

との関連でとらえ，

実験に進んで関わ

っている。 

 

 

 

 

② 空気中の水蒸気

が水滴に変わる事

象を，気圧，気温及

び湿度と関連付け

て探求しようとし

ている。 

 

 

③ 雲のでき方を，気

圧，気温及び湿度と

関連付けて考察し

ている。 

 

① 水蒸気が水滴に

変わる実験で，目的

意識をもって取り

組み，調べ方につい

て考えることがで

きる。 

 

 

 

② 高度の上昇と，気

圧の低下を関連づ

けて，水蒸気をふく

んだ空気のかたま

りが上昇したとき

の変化を推論する

ことができる。 

 

③ 雲のでき方や雨

や雪のでき方につ

いて，空気の上昇や

飽和水蒸気量と関

連付けて考察する

ことができる。 

① 空気中の水蒸気

を水滴にして取り

出すための方法を

説明することがで

きるとともに，その

実験を行い，結果を

正確に記録・整理す

ることができる。 

 

② 空気を膨張させ

る実験の方法と原

理を理解している。 

 

 

 

 

 

③ 高度が変化した

ときの気圧，気温及

び湿度の変化に関

する資料を活用す

ることができる。 

 

① 空気中の水蒸気

が水滴に変わると

きの変化について，

飽和水蒸気量との

関わりの中で説明

することができる。 

 

 

 

② 上空ほど気圧が

低く，空気のかたま

りが上昇すると，膨

張することを説明

することができる。 

 

 

 

③ 雲のでき方につ

いて説明すること

ができるとともに，

雨や雪のでき方に

ついて説明するこ

とができる。 

 

 

 

 

 

をテーマとして，レポート活動に取り組む。 
 「追究する⑦～⑨」では，これまでの学習で分かった雲の発生メカニズムを基に，より具体

化した課題を見いださせ，「水蒸気が水滴に変化する実際の温度」について学習する。後段で

は，習得した知識・技能の活用場面として，露点についての実験計画を立案し，実験を行う。 
 「広げる⑩」では，前時の学習でキーワードとなった空気の湿り気に着目し，湿度計算の学

習を行う。 
 「まとめる⑪」では，課題解決のために生徒が手がかりを記入する『単元シート』を使用し，

これまでの学習を基に，単元を通した課題に対しての解答と，実生活との関わりで気が付いた

ことについて記述する。 

また，『単元シート』については，毎授業使用することで，生徒に自分の理解の確認や学び

の成長を実感させていく。 
 

 子供の深い学びの姿    

 雲の発生のメカニズムについて，観察，実験を通して，そのでき方を気圧，

気温及び湿度の変化と関連付けながら表現できる。  
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段
階 時 

 
○おもな学習活動・具体的内容   まとめ 

【  】教師の評価規準（評価方法） 
◇ 指導の手立て 
☆ 思考を活性化させるアクティブ化
ポイント 

 

つ
か
む
・
見
通
す
（
課
題
の
設
定
） 

① 

〇天気の変化と雲量の関係を表で整理する
ことにより，本単元を通した課題を見いだ
すとともに見通しをもつ。 

 
・レディネスチェックシートにより生徒の

実態を把握する。 
 
・天気の変化と空の状態を表で整理するこ

とで，雲の量の関わりがあることを視覚的
に見いだす。 

 
・単元を通した学習課題を設定する。 
 
 
 
 

【関・意・態①】 
  気象と生活の関わりについて関心
をもって取り組もうとしている。     
（発言，ワークシート） 

◇ 小学校の授業で学んできた，空気中
の水蒸気は，結露して再び水になって
表れることがあることを状態変化と
関連付けて想起させる。 

 
☆ 生徒のよりどころ（既習事項）をレディ

ネスチェックシートにより把握する。                 
【思Ａ－①】 

 
☆ 生徒にとって「目的が明確になる」課題

となるように工夫する。 
【思Ａ－⑤】 

追
究
（
観
察
・
仮
説
の
設
定
） 

②
（
本
時
） 

  
 雲はどのようにしてできるのだろうか。 
 
〇雲ができる演示実験の観察と資料から，雲

が発生する原理について仮説を設定する。 
 
・気圧，気温及び湿度の関係などを表す６つ

の資料を読み取り，それぞれを関連付けて
分析することにより，雲が発生する原理に
ついての仮説を立てる。 

 
 
 
〇雲ができる演示実験を再度行い，結果の処

理を行った上で，雲の発生の仕方について
結論付ける。 

 
 
 
 
 

【関・意・態②】 
空気中の水蒸気が水滴に変わる事

象を，科学的に探求しようとしてい
る。（観察，自己評価シート（※評価資
料としては直接扱わない）） 
 

【思・表①】 
  高度の上昇と，気圧の低下を関連付

けて，水蒸気をふくんだ空気のかたま
りが上昇したときの変化を推論する
ことができる。  （ワークシート） 

   
◇ ホワイトボードの使用により，思考
の可視化と情報の整理を効果的に行
わせる。     

 
【知・理①】 

雲のでき方や雨の雪，霧のでき方に
ついて説明することができる。 

（ワークシート） 
 
☆ 演示実験や資料の活用等共通体験場面

を設定する。 
【思Ａ－②】 

 

 

追
究
（
結
果
の
処
理
・
結
論
） 

③ 

追
究
（
問
題
把
握
・
仮
説
設
定
） 

   

 

 

 

 
 

④ 
 

 
 

 

               

 
雲は身近なものでどのようにしてつくる 
ことができるだろうか。 

 
〇ペットボトルを使用して雲を発生させる

実験計画を立案し，班毎に発表を行う。 
 
・班毎に実験計画の立案を行う。 
・他班と実験計画の交流を行う。 
・実験計画の検証を行う。 

【関・意・態③】 
  雲のでき方を科学的に考察してい
る。（ワークシート） 

 
【思・表②】 

気圧の低下と気温の低下を関連付
けて，水蒸気をふくんだ空気のかたま
りが水滴に変わる実験の計画をたて
ることができる。（ワークシート） 

 

２ 単元の指導計画  【 １１時間扱い ２／１１ 】  

雲はどのようにしてでき，どのように
雨を降らせているのだろうか。 
 

地上付近の空気が上昇すると，気圧の低

下により空気が膨張して温度が下がり，

水蒸気が水滴に変化（状態変化）するこ

とで雲ができる。 
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追
究
（
実
験
・
結
果
の
処
理
・
結
論
） 

     

⑤ 

〇実験を行い，結果を整理し，ペットボトル
を使用して雲を発生させられる原理につ
いて考え，まとめる。 

・検証実験をする。 
・結果の整理を行う。 
・実験の原理を結論付ける。 
 
 
 

【技能①】 
空気を膨張させて雲をつくる実験

の方法を理解し，実験結果をもとに実
験方法を見直すことができる。 

（ワークシート） 
 
◇ 他の班の発表を聞く際には，良い点
や自分の班に生かせる内容について
記録させる。改善点や不十分な点につ
いても同様に記述させる。 

 
☆ 課題に即して，既習事項を活用して実

験計画を立案する。その際，思考のスタイ
ルや流れが「見える」ように，ホワイトボ
ードと実物投影機を活用する。 

 【思Ａ－⑰】 

 
 
 
 
 

 
 

広
げ
る ⑥ 

 
雲から降った雨はどこへいくのだろうか。 
 
〇水の循環が太陽のエネルギーによること

を，話し合いとレポートの作成を基に見い
だす。 

・話し合いにより，雲から降った雨がどのよ
うなルートをたどるのか，考えや意見を交
流する。 

・話し合いを基に，レポートの作成を行う。 
 
・生活とのつながりの視点で，レポートで学

んだことを振り返る。 
 
 
 

【関・意・態④】 
雲のもとになる水蒸気がどこから

くるか，既有の知識をもとに考察して
いる。（ワークシート） 
 

【知・理②】 
地球の表面で，水は状態を変えなが

ら循環していることを説明すること
ができる。（ワークシート） 
 

◇ 地球上の水の割合が海：陸＝７：３
であることを，レポート内で押さえさ
せる。 

 
☆ 学びの自覚化を促し，学びの有用感が

もてるように工夫する。生活とのつなが
りを重視する。     【思Ａ－㉒】 

 

 
 

 
 

 
追
究
（
問
題
把
握
・
仮
説
の
設
定
） 

⑦ 

 
水蒸気が水滴に変わるのは，温度がどのく
らいの時なのだろうか。 

 
〇水蒸気が水滴に変わるのが何度の時なの

かを調べるための実験計画を，目的意識を
持って立案するとともに，その実験計画の
検証を行う。 

 
・水蒸気が水滴になるのは，水蒸気を含む空

気が上空へ行くなどして，気温が下がった
ときであることを想起する。 

 
・水蒸気が水滴になるのは，具体的に何度の

時なのか，考えを交流する。 
 
・課題を解決するための実験計画を立案す

る。 
 
・他班と実験計画の交流を行う。 
 
・実験計画の検証を行う。 
 
・一度だけ実験を行う。その際，室内の気温

と湿度を記録する。 

【関・意・態⑤】 
水蒸気が水滴に変わる実験に進ん

で関わっている。（観察） 
 

【思・表③】 
水蒸気が水滴に変わる実験で，目的

意識をもって取り組み，調べ方につい
て考えることができる。 

（ワークシート） 
 
◇ 使用するステンレス製のコップは，
熱伝導性に優れ，コップの周りの空気
中に含まれている水蒸気を冷やすこ
とで，コップの表面に水滴が付着する
ことを理解させる。 

 
☆ これまでの学習で分かった雲の発生の

メカニズムを基に，より具体化した新た
な課題を設定する。 

 【思Ａ－⑭】 
 
 
 
 
 

雲は，ペットボトルの中に空気を（押し
込んで），気圧を（上げて）空気を（圧
縮）した後，ペットボトル内の空気を一
気に（抜いて）気圧を（下げ）空気の温
度を（下げて），水蒸気を水滴に変化さ
せることで，つくることができる。 
 
 
 

 
 

水の循環をもたらすのは，太陽のエネル

ギーである。 
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追
究
（
観
察
・
実
験
・
結
果
の
処
理
） 

      

⑧ 

〇立案した実験方法を改善し，再度，ステン
レス製のコップを使用して露点の実験を
行う。そこから見いだした新たな課題につ
いて，検証方法を考え，交流する。 

 
・実験方法の留意点を確認し，再度同じ実験

を行う。その際，室内の気温と湿度を記録
する。 

 
・前時の実験の結果と比較し，その変化につ

いて考察を行う。 
 
・考察から生まれた新たな仮説（室内の湿度

の変化により，コップの表面に水滴が発生
する温度が異なるのではないか。）を実証
するための方法を考え，交流する。 

 
・次時の実験の見通しをもつ。 
 

【技能②】 
水蒸気が水滴に変わる実験を行い，

結果を正確に記録し，整理することが
できる。    （ワークシート） 

 
【思・表④】 

実験の結果から，水蒸気が水滴に変
わる条件について推論することがで
きる。     （ワークシート） 

 
☆ これまでの学習で明らかになった，水 

蒸気が水滴に変化する温度のちがいを基 
に，より具体化した新たな課題を設定す 
る。 

 【思Ａ－⑭】 
 

☆ 追究活動では，試行錯誤できるように
十分な実験回数を設定する。 

【思Ａ－⑪】 
 
 
 
【知・理③】 

飽和水蒸気量について説明するこ
とができる。  （ワークシート） 

 
◇ 気温の上昇により，湿度が低下する
ため，水滴ができにくいことを把握さ
せる。 

 
◇ これまでの実験結果の整理から，な
ぜ結果が異なったのか，飽和水蒸気量
と気温の関係から理解させる。 

 
 
☆ 室内の気温や湿度が異なると，実験結

果が異なるのはなぜなのか，という「本質
的な問い」について，グラフを提示しなが
ら熟考させる。 

【思Ａ－⑳】 
 
 

 
 
 

追
究
（
観
察
・
実
験
・
結
果
の
処
理
・
結
論
） 

⑨ 

〇仮説を実証するための実験を行い，結果の
整理から結論を導く。 

〇水蒸気が水滴になる温度が異なる理由を，
飽和水蒸気量や露点という言葉とともに
理解する。 

 
・前時の仮説を実証するために，様々な道具

を使用して室内の湿度を上げる。 
 
・実験結果の整理をする。 
 
・実験結果から，結論付ける。 
 
・水蒸気が水滴になる温度が異なる理由に

ついて，飽和水蒸気量，気温及び露点のグ
ラフ確認しながら理解する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

飽和水蒸気量は，温度が低くなると，
小さくなる。空気を冷やすと，飽和水蒸
気量をこえる水蒸気が水滴となって出
てくる。⇒この時の温度を露点という。 

空気中の水蒸気は，露点よりも低く
なった時に，水滴に変化する。 
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広
げ
る 

⑩ 

 
空気の湿り気（＝湿度）は，どのように求
めるのだろうか。 

 
〇前時の学習である，飽和水蒸気量の変化と

湿度の変化から，「湿度とは何を表してい
るのか」に気付き，実際に公式を用いて求
められるようになる。 

 
・湿度とは何か，確認する。 
 
・湿度の大小について，飽和水蒸気量と温度

の変化のグラフを用いて，視覚的に把握す
る。 

 
・およその湿度について，飽和水蒸気量と温

度の変化のグラフを用いて，視覚的に判断
する。 

 
・湿度の求め方について，公式を用いた計算

方法を理解する。 
 
 
 
 
 
・飽和水蒸気量と温度の変化のグラフと湿

度計算の公式を用いて，湿度を求める。 

【関・意・態⑤】 
湿度について，日常生活との関連で

とらえている。 （ワークシート） 
 

【知・理④】 
湿度の基本的な概念を理解してい

る。      （ワークシート） 
 
◇ 苦手意識をもたせないように，スモ 
ールステップで，最初は計算を必要と
せずに視覚的に把握できる問題とし，
生徒同士の教え合いを基本として理
解させる。 

 
☆ 前時とのつながりを意識して本時の追

究観点を生徒にイメージをもたせた上
で，学習の方向性をもたせられるようワ
ークシートを活用する。 

【思Ａ－⑦】 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
と
め
る ⑪ 

〇単元を通した課題に対しての解答を，これ
までの学習を基に記述する。 

 
〇単元を通した学習において，実生活との関

わりで気が付いたことなどについて記述
する。 

 
・前時を振り返る。 
・『単元シート』を記入する。 
・記述内容を交流する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

【関・意・態⑥】 
空気中の水蒸気の変化を日常生活

との関連でとらえている。 
          （単元シート） 
 
【思・表⑤】 

  高度の上昇と，気圧の低下を関連付

けて，水蒸気をふくんだ空気のかたま

りが上昇したときの変化を理解した

上で，雲のでき方や雨のでき方につい

て，気温と飽和水蒸気量の変化と関連

付けて記述している。 

          （単元シート） 
 
 
◇ 本単元を学ぶ前と学んだ後の変容
に気付かせるために，記述内容の質
的・量的増加を確認させる。 

◇ 実生活と関わりに気付かせるため
に，過去の体験を想起させるととも
に，今後の生活の仕方の工夫について
も考えさせる。 

 
☆ 自分の獲得した知の社会とのつながり

を意識させる。 
【思Ａ－㉓】 

 
 

 

 
 
 

 
 

地上付近の空気が上昇すると，気
圧の低下により空気が膨張して温度
が下がる。それによりその空気の飽
和水蒸気量が小さくなり，空気に含
まれている水蒸気が露点に達して凝
結して水滴に変化（状態変化）する。
雲は，その変化した水滴が集まるこ
とでできる。 
また，雨は，上空で集まった水滴が

さらに上昇気流により高度を上げ冷
やされることで氷の結晶となり，そ
の氷の結晶が落下する最中に溶けて
水滴となったもの。 
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課題解決のために生徒が手がかりを記入する『単元シート』 

・第２時以降は，その都度，学習した内容にうち，

特に単元を通す課題の答えに近づくためのキーワ

ードなどを記入しておく。 
 
・疑問に思った事を記入する。記入された疑問につ

いては，前時の振り返りの時間などに，授業の流れ

から逸脱しないよう配慮した上で解答する。 
 
・自分が理解できた点や疑問点，変容を記録し，「見

える」ようにすることで，１単元毎の学びを，単元

での学びとなるようにつなげる。 
 
・単元毎の学びを，さらに大きな枠組みの中の学び

となるよう単元を通した課題を吟味する。 

単元を通した課題に

ついて，第１時に記入

する。 

小単元１節〈雲はどのようにしてでき，どのように雨を降らせるのだろうか。〉 
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(1)目標 

高度の上昇と，気圧の低下を関連付けて，水蒸気をふくんだ空気のかたまりが上昇したとき

の変化を推論することができる。 
【科学的な思考・表現】 

                                                                                                                                  

(2)展開【 ２時間目 ／ １１時間扱い 】 

  ＊思考アクティブ化シートＢ－② 【 対話重視 】 

 
     生徒の活動 形態 

□教師の働きかけ◎主な発問◆教師の評価（評価方法） 

☆思考を活性化させるアクティブ化ポイント 

 

導

入 

 

１

０

分 

１ 電子黒板を使って前時で提示し

た「単元を通した課題（＝雲はどの

ようにしてできているのだろう

か。）」を確認する。 

 

 

２ 簡易真空容器により，雲ができる

様子を演示実験で観察する。 

全体 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

展

開 

  

 

 

３

４

分 

 

 

３ 資料の説明を行う。 

 

 

 

４ 資料に基づいて，雲が発生したし

くみを考える。 

 

 

５ 個人の推論を交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 個人の推論を全体で発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

個人 

 

 

 

班 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

□ 提示されている６つの資料につい

て，それぞれが示す内容について解

説する。 

 

□ 資料をもとに推論することを通し

て，気温と気圧の関係性に気付き，

習得させる。 
 

□ 資料の分析をもとに考えた推論

を，他者に伝わるように発表するこ

とで，表現力を育てる。 

 
☆ ホワイトボードの使用により思考の可

視化と情報の整理を行えるようにする。 

【思Ｂ②－⑪】 

 

 

 

☆ 発表を通して，妥当性や客観性などの

視点から納得解，最適解を導くようにす

る。          

 【思Ｂ②－⑬】 

 

 

雲はどのようにしてできるのだろうか。（１／２） 

３ 本時の学習
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７ 事象の順序を整理して，課題につ

いてまとめなおす。 

 個人 

 

 

 

 

 

 

 

□ 発表で聞いたこと自分の考えを比

較し，より最適な推論となるようま

とめさせる。 

◆ 高度の上昇と，気圧の低下を関連

付けて，水蒸気をふくんだ空気のか

たまりが上昇したときの変化を推論

することができる。 
（発言，ワークシート） 

 

 

 

 

終

末 

 

 

６

分 

８ 本時の授業内容を振り返る。 

 

 

９ 「課題解決のために生徒が手がか

りを記入する『単元シート』」に，本

時の学習を振り返って記入する。 

全体 

 

 

個人 

□ 授業全体を振り返ることで，知識や

経験の定着を図る。 
 
□ 単元を通した課題＝実生活で見ら

れる現象（雲） の振り返りであるこ

とから，本時の学びを実生活と関連付

けられるようにする。 
☆ 本時の学びを，単元を通した課題へと

生かすことで，学びの見通しをもたせ，次

時の学習への意欲付けを行う。 

【思Ｂ②－⑯】 

※追加資料 
・次時の課題 
 
 
・次時のまとめ 
 
 
 

(3) 評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本時と次時とで１つの課題であるため，全体のまとめは次時に行い，本時では個
人の推論のまとめなおしにとどめる。 

 

◇評価規準の具体（評価方法：発言，ワークシート） 

【科学的な思考・表現】 

十分に満足できる  （Ａ）：  提示された資料を適切に取捨選択して順序立て，高度の

上昇と，気圧の低下を関連付けて，水蒸気をふくんだ空気

のかたまりが上昇したときの変化を推論し，自分の言葉で

説明することができる。 

 
おおむね満足できる  （Ｂ）：  提示された資料を基に，高度の上昇と，気圧の低下を関

連付けて，水蒸気をふくんだ空気のかたまりが上昇したと

きの変化を推論することができる。 

 
努力を要する児童への指導：  提示された資料が示す内容を再確認し，いずれか２つの資

料の関連性を見いださせる。 

 
 

雲はどのようにしてできるのだろうか。（２／２） 

地上付近の空気が上昇すると，気圧の低下により空気が膨張して温度が下がり，水蒸
気が水滴に変化（状態変化）することで雲ができる。 
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資料２ 気温と湿度と気圧の関係（３月） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
資料３ 高度と気温の関係                 資料４ 高度と気圧の関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             資料５ 空気の膨張と気温 
 
            資料５ 空気の膨張と気温 
 
 
 
 
 
資料６ 気圧と空気の流れ                    
 
 
 
 
 
 

（４）ワークシート 
大単元【気象予報士になろう！】 
単元〈雲はどのようにしてでき，どのように雨を降らせるのだろうか。〉 
 

 
 
 
【活動１】雲をつくってみよう！ 
【活動２】資料を確認する 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

授業の前後 
１．オリエンテーション 
２．雲はどのようにしてできるのだろうか① 授プリ① 
３．雲はどのようにしてできるのだろうか② 授プリ② 

氏名 

授プリ１章－① 
 

←下降気流           上昇気流↘ 

資料１ 
袋の中の空気の膨張 
 

気温    ℃ 
  →    ℃ 

気圧･･･ 
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【活動３】仮説を立てよう！ 
 
 
 
                        それによると， 
 
 
 
 
 
 
 
 
【活動４】自分の考えを班員へ伝える（個人⇒班員へ） 
 
 
 
 
【活動５】発表しよう！（個人⇒全体へ） 
【活動６】自分を振り返る＆ストーリーシートの記入 授プリ１章－① 

 

課 雲はどのようにしてできるのだろうか。 
（さまざまな資料に基づく仮説）【１／２】 

 
 
 

【仮説】⇒〈雲は，                                            
                                               
                                         
                                         
                                            
                         ことでできるのではないか。〉            

ルール 
①発表者はホワイトボードを用いて説明する。 
②発表順は右前の人から時計回り。 

「資料」を手がかりにすると･･･ 
雲はどのようにしてできたと，あなたは考えますか。 

 

【根拠】⇒使用した資料の番号は･･･ 
                                    です。 
 

 

評価 

自分の考えに付け足そ

う！ 

Ｍｅｍｏ（資料の分析シート）                                            
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 (4)パワーポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


